
7月

7月上旬から14日間にわたり、2年生が初めて患者さんを受け持ち、
看護を実践する「看護過程実習」を行いました。学生は佐久医療セ
ンター、本院、小海分院の各実習施設に分かれ、実習を行いました。

実習最終日には、自信を持って患者さんに寄り添い、落ち着いて看
護を実践する姿が見られました。

振り返りでは、「大変だったけれど、患者さんとの関わりを通して看
護の楽しさややりがいを実感できた」という声が多く聞かれました。


